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クライミング選手におけるMCT1遺伝子T1470A多型頻度
―日本人およびポーランド人を対象として―
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論文概要
スポーツクライミングは 2020年の東京オリンピックの新種目に選ばれ，現在注目を集めているスポーツの一つ
である。モノカルボン酸トランスポーター 1（MCT1）遺伝子 T1470A多型は，血中の乳酸代謝や競技パフォーマ
ンスとの関連性が報告されている（Kikuchi et al., 2017）。本研究ではクライミング競技者における遺伝子多型頻 
度についてケースコントロール研究を用いて検証した。さらに，人種間での再現性を検討するため日本人およ 
びポーランド人選手を対象とした。対象者は 226人のクライミング競技者（日本人：100名，ポーランド人：126
名）および 1028名のコントロール（日本人：407名，ポーランド人：621名）とした。遺伝子は唾液から採取し，
TaqManプローブ法を用いてMCT1遺伝子 T1470A多型の解析を行った。日本人のクライミング競技者とコント
ロールの遺伝子多型頻度に差は認められなかったが，ポーランド人においては，コントロールと比較してクライ
ミング競技者でTT型およびTアレルを有するものの頻度が有意に高い結果となった。本研究の結果から，クライ
ミング競技者におけるアスリートステータスはMCT1遺伝子T1470A多型と関連することが示唆されたが，今後は
他のコホートを用いて再現性を検討する必要がある。
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